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交通 KYT 基礎 4 ラウンド法の進め方 
準 備 (1) 役割分担 

リーダー 討議の司会･進行･時間等を管理。全員の発言をうながす。 

書記 メンバーの発言を模造紙に手早く記入。（要約する必要はなし） 

発表者 1R～4R の結果を発表（読む）。 

(2) KYT シート・模造紙・レポート用紙を配布。 

導 入 
〔全員起立〕リーダー ：話し合いに入る雰囲気作りをする。  

「整列・番号」⇒「あいさつ」⇒「只今から交通ＫＹＴを始めます」⇒「健康確認」 

1 R 

現状把握 

どんな危険が

潜んでいるか 

（３項目以上） 

リーダー ： シートの状況を読み上げ、どんな危険があるか問いかける。 

“危険要因”と引き起こされる“現象（事故の型）”を全員で出し合う。 

〈判断・運転行動〉・<好ましくない状態>＋〈現象〉 

「～なので～して～と～する」 

2 R 

本質追求 

これが危険の

ポイントだ 

(1) 危険要因を掘り下げる。 

判断・運転行動・好ましくない状態＋現象（何とどうなる） 

「 ～なので ～して  ～と  ～する」と明確化する。 

(2)危険のポイントの整理。 （そうだこれが危険のポイントだ！） 

⇒重要項目に○印⇒危険のポイントを◎とアンダーラインを引く。 

3 R 

対策の樹立 

あなたならど

うする 

（3 項目程度） 

危険のポイントに対して、対策を出し合う。 

◎項目に対し、「判断と運転行動」に対する具体的な実行可能な対策。 

「 ～する。」 

「 ～のときは ～する。」と表現する。 

4 R 

目標の設定 

私たちはこう

する 

(1) ３R の対策をしぼり込み、※印とアンダーラインを引く 

⇒重点実施項目→チーム行動目標を設定（リーダー指導） 

「～の時は～して～しよう ヨシ！」 

(2) 指差唱和。 

リーダーチーム行動目標：「 ～の時は～して～しよう ヨシ！」 

⇒全員「 ～の時は～して～しよう ヨシ！」 

確 認 
指差呼称目標の設定 （確認目標を、確実に実行するための確認項目） 

  リーダー：指差呼称「 ～ヨシ！」 → 全員「 ～ヨシ！」（3 回） 

タッチアンドコール 

 

リーダー「ゼロ災運転でいこうヨシ！」 

 → 全員「ゼロ災運転でいこうヨシ！」 

発 表 発 表 者 ： 1R～4R の検討項目について読む。 

：指差し呼称 

指 

指 

指 



 

「記 入 例」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたは、前方の乗用車に続いて交差点を右折しようとしています。 

 

第 1 ラウンド（現状把握） 

１．信号が変わる前に早く曲がろうと、前車に接近して右折したので、ブレーキを

かけた前車に、追突する。 

 

２．対向車が近づいてきたので前車と並進右折しようと、スピードを上げたので、

前車の前方から出てきた歩行者と、ぶつかる。 

 

３．歩道に歩行者がいたので横断者を確認しようと、右側を見ながら曲がったので、

直進してきた車と、ぶつかる。 
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